
新規事業採択時評価結果（令和４年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
一般国道236号（帯広

おびひろ

・広尾
ひ ろ お

自動車道） 

大樹
た い き

広尾
ひ ろ お

道路（豊似
と よ に

～広尾
ひ ろ お

） 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

北海道開発局 

起終点 
自：北海道広尾

ひ ろ お

郡広尾町
ひろおちょう

字紋別
もんべつ

 

至：北海道広尾
ひ ろ お

郡広尾町
ひろおちょう

字ラッコベツ 
延長 １２．３ｋｍ 

事業概要  

帯広
おびひろ

・広尾
ひ ろ お

自動車道は、北海道横断自動車道帯広
おびひろ

ジャンクションから分岐し、帯広
おびひろ

市等を経由し広尾
ひ ろ お

町
ちょう

に至

る高規格道路である。このうち、大樹
た い き

広尾
ひ ろ お

道路（豊似
と よ に

～広尾
ひ ろ お

）は、広尾
ひ ろ お

郡広尾町
ひろおちょう

字紋別
もんべつ

から広尾
ひ ろ お

郡広尾町
ひろおちょう

字ラ

ッコベツに至る延長約１２．３ｋｍの自動車専用道路である。 

事業の目的、必要性  

当該区間の整備により、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを構築し、重要港湾十勝

港とのアクセス向上により全国の食を支える地域産業を支援するとともに、高次医療施設へのアクセス向上に

より救命救急医療活動を支援するものである。 

全体事業費 約４８０億円 計画交通量    約４，１００台／日 

事業概要図 

 

 

     

 
関係する地方公共団体等の意見  

【北海道知事】 

一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道）大樹広尾道路（豊似～広尾）の予算化に同意いたします。 

本道における高規格道路ネットワークは、圏域間の交流拡大や広域観光の振興、地域経済の活性化への貢献

のほか、大規模災害における代替路の確保など、道民生活や経済活動を支援する重要な役割を果たすものです。 

「一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道）大樹広尾道路（豊似～広尾）」の整備は、国内有数の農業・酪農

地域である十勝地域の農産物の輸送をはじめとする物流の効率化、救急搬送時間の短縮、大規模地震・津波発

生時の避難及び緊急車両の通行確保、日高・十勝を巡る周遊観光等の振興など多くの効果を発揮するものと考

えています。 

令和４年度の新規事業として予算化していただきますよう、特段のご配慮をお願いいたします。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

・費用対便益  ：便益が費用を上回っている。 

・手続きの完了 ：計画段階評価手続き完了（Ｈ２８．３．１） 

事業評価結果 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ 
１．２ 

（０．７） 

総費用 ２，６４１億円 総便益 ３，２００億円 基準年  

事 業 費：２，２７１億円 

維持管理費：   ３５９億円 

更 新 費：   １１億円 

走行時間短縮便益：２，５７４億円 

走行経費減少便益：  ５０１億円 

交通事故減少便益：  １２４億円 

令和３年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.1  ( 交通量   -10％ ) B/C＝1.4  ( 交通量   +10％ ) 

事業費変動 B/C＝1.2  ( 事業費   +10％ ) B/C＝1.2  ( 事業費   -10％ ) 

事業期間変動 B/C＝1.2  ( 事業期間  +20％ ) B/C＝1.2  ( 事業期間  -20％ ) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の 

影
響 

渋滞対策 ◎ 
信号交差点の回避により、速達性が向上する。 

【信号交差点】 

 現況 5箇所 → 整備後 0箇所［全て回避］ 

事故対策 ◎ 

別線整備により地吹雪発生箇所、事故危険区間を回避する。 

【地吹雪発生箇所の回避】 

現況 2箇所通過 → 整備後 0箇所通過［全て回避］ 

【事故危険区間の回避】 

現況 2箇所通過 → 整備後 0箇所通過［全て回避］ 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 
帯広市の高次医療施設への速達性が向上する。 

【帯広市高次医療施設60分圏冬期南十勝カバー人口】 

現況 12,700人（64％） → 整備後 17,600人（89％） 

地域経済 ◎ 

十勝港へのアクセス向上により、物流の効率化が図られ、全国の食料供給を支える十勝・

オホーツク圏の地域産業を支援する。 

【所要時間（帯広市～十勝港）】 

現況 83分 → 整備後 74分［9分短縮］ 

災 害 ◎ 
津波浸水予測範囲を回避し、災害時の信頼性の高い道路ネットワークを構築する。 

【津波浸水予測範囲の回避】 

災害時の孤立人口 現況 約6,000人 → 整備後 約200人 

環 境 － 注目すべき影響はない。 

地域社会 ◎ 

速度向上や事故率低減など、交通環境の改善・輸送効率向上により地域の産業振興に貢

献する。 

【所要時間（帯広市～広尾町）】 

現況 88分 → 整備後 77分［11分短縮］ 

事業実施環境 ○ 整備に対する要望が強い 

 

採択の理由 
 費用便益比が一体評価で１．２と便益が費用を上回っているとともに、計画段階評価手続きが完了し、事業採択の

前提条件が確認できる。 

 また、当該区間の整備により、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを構築し、重要港湾十勝

港とのアクセス向上により全国の食を支える地域産業を支援するとともに、高次救急医療施設へのアクセス向上に

より救命救急医療活動を支援するなど、当該事業の整備の必要性・効果は高いと判断できる。 

 以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※Ｂ／Ｃの上段は帯広川西 IC～広尾ＩＣ（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にし

た場合の費用便益分析結果。 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：長谷川 朋弘    

       

北海道 

大樹
た い き

広尾
ひ ろ お

道路 

（豊
とよ

似
に

～広尾
ひ ろ お

） 



新規事業採択時評価結果（令和４年度新規事業化箇所） 
 

事業評価結果（防災機能） 

 

 

 
 

 

事業の必要性  

災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを構築し、重要港湾十勝港とのアクセス向上により

全国の食を支える地域産業を支援するとともに、高次救急医療施設へのアクセス向上により救命救急医療活動を

支援するものである。 

評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

・現道の国道３３６号は津波浸水予測範囲を通

過するため、大規模災害発生時の広尾町の孤立

が課題。 

※新たな北海道総合開発計画(H28.3閣議決定) 
・地震・津波による被害や社会経済的影響を最小限に

抑えるため、代替性の確保のための高規格幹線道路の

整備を推進する。 

※北海道総合計画（十勝連携地域）(R3.12) 
・ 生命（いのち）と暮らしを守り我が国の食料共有と

産業を支える交通・情報ネットワークの形成 

住民生活 

・広尾町の救急搬送先は約５割が帯広方面であ

り、特に十勝圏の高次医療は管内唯一の第三次

救急医療施設がある帯広市へ依存。 

・広尾町をはじめとする南十勝の人口の約４割

の方が冬期には６０分以内に到達できない状況

で、速達性の確保が急務。 

 

※新たな北海道総合開発計画(H28.3閣議決定) 
・基礎圏域中心都市と周辺市街地とのアクセス向上を

図り、基礎圏域内外の広域的な交流を支えるため、都

市間時間距離を縮める高規格幹線道路網等の広域交通

ネットワークを整備推進する。 

※北海道総合計画（十勝連携地域）(R3.12) 
・ 生命（いのち）と暮らしを守り我が国の食料共有と

産業を支える交通・情報ネットワークの形成 

地域経済 

地域社会 

・高規格道路延伸や、十勝港の開発計画の進展に

より、十勝港の貨物量が増加傾向で、十勝地域

は、小麦など全国１位の農産品を生産する国内

有数の農業地域であり、十勝港は生産された小

麦の出荷や飼料原料などの輸入を担う全国の食

料供給を支える重要拠点。 

・現道の国道３３６号では地吹雪区間で重大事

故の発生割合が高く安全な輸送ルートの確保が

急務。 

※新たな北海道総合開発計画(H28.3閣議決定) 
・生産地や観光地、消費地、空港・港湾等の交通拠点

を結ぶ道路ネットワークの整備、ミッシングリンク解

消等を推進する。 

※北海道総合計画（十勝連携地域）(R3.12) 
・ 生命（いのち）と暮らしを守り我が国の食料共有

と産業を支える交通・情報ネットワークの形成 

その他   

事業の有効性  

・当該事業の実施により、主要拠点間のリンクの評価はＣランク→Ｂランクに改善するとともに、不通リンクの

解消によりネットワーク全体の防災機能が強化される。 
・また、冬期においても安全で信頼性の高い道路ネットワークが確保されるとともに、拠点都市と重要港湾間の

アクセス向上が図られ地域産業の活性化、地域医療サービスの向上に貢献するなど有効性の高い事業と評価す

る。 
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度の

変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

帯広市 広尾町 １０ 
（５） 

０．６０ 
〔Ｃ〕 
１．００ 
〔Ｄ〕 

０．３０ 
〔Ｂ〕 
０．４０ 
〔Ｃ〕 

▲２９.５３ 
(▲２９.５３) 

０.０５ 
(０.０４) 

０.３２ 
(０.６０) ◎ 

事業の効率性  

・計画段階評価手続き完了（Ｈ２８.３．１） 

別紙２ 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は帯広川西ＩＣ～広尾ＩＣ（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書

きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果。 



お び ひ ろ ひ ろ お

帯広・広尾自動車道
お び ひ ろ ひ ろ お

豊似～広尾

延長12.3km

と よ に ひ ろ お

大樹広尾道路
計画段階評価：H27年度完了

た い き ひ ろ お

忠類大樹～豊似

延長15.1km

ち ゅ う る い たい き と よ に

事業化：H28年度

凡例

IC・JCT

開通済
（4車線以上）

開通済
（2車線）

事業中

調査中

開通済

一　般　国　道高規格道路（有料）

（4車線以上）

開通済

高規格道路（無料）

（2車線）

事業中

調査中

4車線以上

2車線

道道

※未開通区間のＩＣ名は仮称

帯広川西道路
事業化：H4年度

延長17.0km
【H15.3.15開通】

お び ひ ろ か わ に し

川西中札内道路
事業化：S63年度

延長19.0km

【H18.3.12開通】

か わ に し な か さ つ な い

中札内大樹道路
事業化：H7年度

延長23.2km

【H25.3.17開通】

な か さ つ な い た い き

河西～幸福 幸福～中札内
か わ に し こ う ふ く

延長13.0km

こ うふ く なかさつない

【H20.11.29開通】

延長6.0km

中札内～更別
な か さ つ な い さ ら べ つ

延長6.5km

更別～忠類大樹
さらべつ ちゅうるいたいき

【H27.3.15開通】
延長16.7km

帯広・広尾自動車道 路線図

対象区間



・現道の国道３３６号は津波浸

水予測範囲を通過するため、

大規模災害発生時の広尾町

の孤立が課題。

（図３、写真１）

楽古橋

十勝港

津波発生時では、広尾町
住民の約8割（約6千人）が孤立

する恐れ

地吹雪発生箇所 津波浸水箇所

写真2 並行する国道336号
地吹雪による視程障害（H28.1.19）

写真1 重要港湾 十勝港
地震による津波被害状況

（H23.3.11）
図３ 津波浸水、地吹雪による災害危険箇所

全国の食料供給を支える重要拠

点であり、十勝港の開発により、

取扱貨物量が増加傾向。

（図４、５、６）

改善
ペア数

脆弱度（防災機能ランク）
累積脆弱度の変化量

改善度 評
価通常時 災害時整備前 整備後

10
（5）

0.60[C]
(1.00[D])

0.30[B]
（0.40[C]）

▲29.53
（▲29.53）

0.05
（0.04）

0.32
（0.60）

◎

・十勝港は十勝圏で生産される

小麦など全国生産量１位の農産

品等の出荷や飼料原料の輸入

などを担っていることから、

一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（豊似～広尾）に係る新規事業採択時評価

・現道課題箇所を回避し、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成
・重要港湾十勝港とのアクセス向上により全国の食を支える地域産業を支援
・高次医療施設へのアクセス向上により、救命救急医療活動を支援

おびひろ ひろお たいき ひろお とよに ひろお

・起 終 点：北海道広尾郡広尾町字紋別

～北海道広尾郡広尾町字ラッコベツ

・延 長 等：１２．３km（第１種第３級、２車線、設計速度８０㎞/h）

・全体事業費：約４８０億円

・計画交通量：約４，１００台／日

広尾町字紋別
ひろおちょう もんべつ

重要港湾十勝港

（国際物流ターミナル整備中）

１．事業概要

乗用車 小型貨物 普通貨物

約2,500台/日 約700台/日 約900台/日

ひろお ひろおちょう もんべつ

図１ 広域図

大樹広尾道路

（豊似～広尾）
とよに ひろお

たいき ひろお

図２ 事業位置図

ひろお ひろおちょう

②全国への食料供給を支える港湾
アクセスの効率性・安全性

広尾町字ラッコベツ
ひろおちょう

とかちとかち

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.2

（0.7）

5.2%

（2.0%）

2,641億円※2

（352億円※2）

3,200億円※2

（245億円※2）

注）上段の値は帯広川西IC～広尾IC（仮称）を対象とした場合、下段（ ）

書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（R3年）における現在価値記載（現在価値算出のための社会

的割引率：4％）

■費用便益分析結果
（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

豊似～広尾
延長12.3km

とよに ひろお

■道路ネットワークの防災機能評価結果

注）上段の値は帯広川西IC～広尾IC （仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 図11 整備後の防災機能ランク

・現道の国道３３６号では地吹雪発

生箇所で重大事故の発生割合が

高く、また線形不良区間で事故危

険区間が存在する等、安全な輸

送ルートの確保が急務。

（図３、７、写真２）

とかち
穀物サイロ 配合飼料工場

肥料センター

小麦サイロ

石炭ヤード

耐震強化岸壁

大型船舶に対応可能な
航路整備（-14m航路）

や泊地を整備

平成16年、13m岸壁完成
大型貨物船が入港可能となり、

海上輸送コストが削減

図５ 十勝港の開発計画

飼料コンビナート
(年間生産量40万t)

【航空写真】NTT空間情報

十勝港国際物流
ターミナル

（令和9年完了予定）

-13m岸壁

資料：十勝港取扱貨物の推移（広尾町）

図４ 十勝港の飼料原料
（とうもろこし）取扱量推移
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・地吹雪発生箇所や事故危険区間を回避し、効率性や安全性の高

い物流ネットワークを形成することで、全国の食料供給を支える

十勝・オホーツク圏の地域産業を支援。（図１０）

帯広市内の高次医療施設冬期６０分カバー圏人口（南十勝）

【現況】約１２,７００人（６４％） ⇒  【整備後】約１７，６００人（８９％）

地吹雪発生箇所【現況】２箇所通過 ⇒ 【整備後】０箇所通過

事故危険区間 【現況】２箇所通過 ⇒ 【整備後】０箇所通過

・十勝圏の高次医療は管内唯一の第三

次救急医療施設がある帯広市へ依存

しており、広尾町の救急搬送先は約５

割が帯広方面。（図８）

・大樹広尾道路の整備により速達性が向上し、帯広市内の

高次医療施設60分カバー圏が拡大し、救急医療を支援。

効果３ 高次医療施設への速達性向上 【◎】

③高次医療施設へのアクセス

３．整備効果

おびひろ

たいき ひろお おびひろ

効果１ 災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築 【◎】
たいき ひろお

図８ 広尾町の救急
搬送先割合（R2）

資料：とかち広域消防事務
組合ヒアリング結果

(R3帯広開発建設部)

帯広方面
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広尾町内
144件
52％

５割が
帯広方面へ依存

おびひろ みなみとかち

図９ 帯広市内の高次医療施設
冬期６０分カバー圏（南十勝）
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・大樹広尾道路の整備により緊急時の道路の多重性が確保され、大規模災害発生時の広尾町の

孤立を回避するなど、信頼性の高い道路ネットワークを構築。

帯広市

とかち

ひろお

効果２ 全国への食料供給を支える物流の効率性・安全性の向上 【◎】

※拡大図

広尾町国民
健康保険病院

広尾町
市街地

・広尾町をはじめとする南十勝の人口

の約４割が冬期には６０分以内に帯広

市へ到達できない状況で、速達性の確

保が急務。（図９）

おびひろ

ひろお みなみ とかち

おびひろ

大規模災害発生時の孤立人口（津波浸水） 【現況】約6,000人 ⇒ 【整備後】約200人

資料：国勢調査（Ｈ27）

資料：国勢調査（Ｈ27）

飼料を食べた牛が家畜市場へ
牛乳が乳製品へ

海外から
原料輸入

全国各地へ出荷

全国各地へ出荷

十勝港

図１０ 十勝・オホーツクの農業を支える十勝港

十勝港の後背圏貨物量
（農産品及び飼料：t/週）

0t
1～500t未満
500～1,000t未満
1,000t以上

輸送ルート
小麦
馬鈴薯
飼料
生体牛
乳製品

【輸送ルート】 資料：平成24～令和2年度北海道開発局調べ
【後背圏貨物量】 資料：平成24年度港湾貨物利用実態調査

※調査期間：H24.11.5～H24.11.11

豊似～広尾
とよに ひろお

※孤立人口は、津波浸
水予測図により、国
道が通行不能になっ
た場合、孤立する集
落の人口を集計。

※冬期カバー圏は、ETC2.0プローブデータにより設定した冬季低減率を、通常期速度
に乗じた冬期速度により算出。
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資料：作物統計（農林水産省）
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図７ 豊似～広尾間の冬期における
重大事故割合（国道336号）
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資料：事故マッチングデータ（H23-R2）※冬期は12-3月
※重大事故は死亡事故、重傷事故

重大事故

その他



一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（豊似～広尾）に係る新規事業採択時評価
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